
　

創
立
１
３
１
年
の
工
業
高
校
で
あ
る
石

川
県
立
工
業
高
校
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な

研
究
指
定
を
受
け
、
先
進
的
な
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
２
０
１
４
年
度
か

ら
３
年
間
は
、文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
・

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
」（
以
下
、Ｓ
Ｐ
Ｈ
）
の
指
定
校
と
し
て
、

４
学
科
（
＊
１
）
が
高
等
教
育
機
関
と
連

携
し
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
職
業
人
」
を
育

成
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。
続
く

17
年
度
か
ら
は
、
石
川
県
教
育
委
員
会
の

研
究
指
定
の
下
、
Ｓ
Ｐ
Ｈ
の
研
究
と
実
践

を
進
化
・
継
続
さ
せ
て
い
る
。
宮み

や
ご
し越

雅ま
さ
は
る一

校
長
は
そ
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
新
た
な
教
育
活
動
を
進
め
る
中
で
、

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
中
心
の
評
価
に
限
界
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
の
成
長

に
手
応
え
が
あ
る
一
方
、
ど
の
よ
う
な
資

質
・
能
力
を
ど
の
よ
う
な
場
面
・
方
法
で
、

ど
の
程
度
伸
ば
し
て
い
た
の
か
、
具
体
的

に
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
」

　

17
年
度
か
ら
の
研
究
と
実
践
は
、
管
理

職
や
各
学
科
の
主
任
等
に
よ
る
「
評
価
手

法
研
究
委
員
会
」
と
「
Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
室
」

を
中
心
に
推
進
し
て
い
る
。
同
校
の
生
徒

は
約
６
割
が
就
職
し
、
う
ち
９
割
以
上
は

県
内
企
業
で
主
に
技
術
者
と
し
て
働
く
。

そ
こ
で
、
地
域
産
業
に
活
力
を
与
え
る
専

門
的
職
業
人
の
育
成
を
目
指
し
、
特
に
技

術
者
と
し
て
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」「
思
考
力
」「
創
造
力
」
を
育
む
べ
き

資
質
・
能
力
と
し
た
。

　

次
に
、
学
力
の
３
要
素
ご
と
に
、
さ
ら

に
細
か
く
資
質
・
能
力
を
掘
り
下
げ
た（
図

１
）。
そ
の
際
、
授
業
で
の
姿
と
専
門
的
職

業
人
と
し
て
の
姿
の
ど
ち
ら
か
に
偏
ら

ず
、
両
者
を
つ
な
ぐ
内
容
と
す
る
こ
と
を

意
識
し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
室
長
の
安
藤
欣き

ん

司じ

先
生
は
、検
討
過
程
を
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
Ｓ
Ｐ
Ｈ
で
の
研
究
と
実
践
で
は
、
各

科
の
主
任
が
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の

案
を
出
し
合
い
、
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

完
成
ま
で
に
半
年
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た

が
、
研
究
の
進
展
に
伴
い
改
良
を
重
ね
、

17
年
度
も
継
続
し
て
改
善
を
進
め
、
現
在

18
版
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
の
特
徴
は
、
資
質
・
能
力
の
定
義
か

ら
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
を

明
文
化
し
、「
対
応
科
目
」
ま
で
明
記
し

た
点
だ
。
そ
の
よ
う
に
資
質
・
能
力
を
具

体
的
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
が
作
成
し
や
す
く
な
る
と
い
う
。

　

資
質
・
能
力
の
具
体
化
に
お
い
て
特
に

苦
心
し
た
の
は
、「
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
」
に
関
す
る
内
容
だ
っ
た
。

　
「
主
体
性
は
内
面
的
な
も
の
で
す
か
ら
、
＊１　電気科、電子情報科、材料化学科、テキスタイル工学科の４学科。

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです

実
践
事
例
１

石
川
県
立
工
業
高
校

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
自
己
評
価
と
教
師
の
評
価
が

自
己
を
客
観
視
さ
せ
、主
体
的
な
姿
勢
を
育
む

石
川
県
立
工
業
高
校
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
３
年
間
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｐ
Ｈ
）」
の
指
定
を
受
け
、

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
進
め
て
き
た
。
17
年
度
か
ら
は
、
石
川
県
教
育
委
員
会
「
専
門
高
校
等
に
お
け
る
産
学
連
携
人
材
育
成
事
業
」
の
研
究
指
定
を
受
け
、

よ
り
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
着
実
に
引
き
出
し
、
生
徒
の
伸
び
る
姿
を
効
果
的
に
評
価
す
る
手
法
の
開
発
に
力
を
注
い
で
い
る
。

資
質
・
能
力
を
掘
り
下
げ
て

目
標
を
具
体
的
に
示
す

Ｓ
Ｐ
Ｈ
の
指
定
を
受
け

評
価
手
法
の
研
究
に
着
手

取
り
組
み
の
概
要
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行
動
と
し
て
見
え
に
く
い
も
の
で
す
。
毎

年
度
末
に
生
徒
の
姿
を
振
り
返
り
、
よ
り

適
切
で
分
か
り
や
す
い
記
述
を
求
め
て
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
」（
安
藤
先
生
）

　

同
校
で
は
、
目
に
見
え
な
い
資
質
・
能

力
を
育
て
る
た
め
に
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
評
価
を
組
み
込
ん
だ
授
業
づ
く
り
が
不

可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
「
あ
る
学
習
に
お
い
て
『
こ
の
よ
う
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
見
ら
れ
た
ら
、
こ
の

資
質
・
能
力
が
育
っ
て
い
る
』
と
推
測
し
、

そ
れ
が
身
に
つ
い
て
い
る
か
を
生
徒
個
々

の
姿
か
ら
判
断
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
、
生
徒
が
資
質
・
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
活
動
を
授
業
に
取
り
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
安
藤
先
生
）

　

そ
の
中
心
と
な
る
の
が
、１
年
次
「
工

業
技
術
基
礎
」、
２
年
次
学
校
設
定
科
目

「
先
端
科
学
技
術
」、３
年
次
「
課
題
研
究
」

の
４
学
科
共
通
の
授
業
だ
（
Ｐ
．14
図
２
）。

　

ま
た
、次
の
よ
う
な
工
夫
も
し
て
い
る
。

◎
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携

　
「
先
端
科
学
技
術
」
の
授
業
で
は
、
北

陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
大
学

スーパー・プロフェッショナル・ハイスクールの継続的な取り組みにおける「育む資質・能力」（2017年度）図１

石
川
県
立
工
業
高
校

◎
兼
六
園
内
に
金
沢
工
業
学
校
と
し
て
設
立
。
校

訓
に「
敬
愛
協
和
を
尚
ば
う
、創
意
工
夫
を
凝
さ
う
、

矜
持
責
任
を
有
た
う
」
を
掲
げ
る
。「
県
工
学
び
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
で
は
、「
学
力
」「
技
術
・
技
能
」

「
資
格
・
検
定
」
の
３
つ
を
柱
と
し
て
生
徒
の
成
長

を
支
え
る
。
２
０
１
４
年
度
か
ら
、
文
部
科
学
省

「
ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
S
P
H
）」
の
指
定
校
。

◎
設
立　

１
８
８
７
（
明
治
20
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
機
械
シ
ス
テ
ム
科
・
電
気
科
・

電
子
情
報
科
・
材
料
化
学
科
・
工
芸
科
・
テ
キ
ス

タ
イ
ル
工
学
科
・
デ
ザ
イ
ン
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
４
年

制
大
学
は
、
富
山
大
、
金
沢
工
業
大
な
ど
に
43
人

が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校
進
学
65
人
、
就
職

２
０
６
人
。

◎ U
R
L

　

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ish

ik
a
w
a
-c
.

ed.jp/̃kenkoh/

学力の３要素 資質・能力 目標番号 何ができるようになるか 対応科目

A
基礎的・

基本的な知識・技能

A1：自由に基礎実
験・製作する力

A1─1
A1─2

•実験では安全に配慮して準備、段取り、機器操作できる。
•実験で扱う現象を科学的に理解できる。

工業技術基礎

A1─3
A1─4

•仮説を確認したり、求める結果を得たりするために、必要な実験を行うことができる。
•数学、理科、英語等の知識・技能を道具として使うことができる。

先端科学技術

B
課題を解決する
ために必要な
思考力・判断力・
表現力等

B1：課題を発見・設
定する力

B1─1
•漠然とした問いを具体的な課題とすることができる。
•現状を分析して課題を明らかにできる。

先端科学技術

B1─2
•課題解決に向けてゴールから発想を広げることができる。
•ゴールから逆算して目標に到達するプロセスを検討し、スケジュールを決めることができる。

課題研究

B2：論理的・多面
的に思考・判断・表
現する力

B2─1
B2─2

•仮説を立てて、結果を予測できる。
•事実と意見を区別して表現できる。
•具体的な根拠を提示して、論理的な主張を組み立てることができる。

工業技術基礎、
先端科学技術、
課題研究

B2─3
B2─4
B2─5

•自分の考え、行動や取得した情報を、客観的に捉え評価できる。
•自分の考えを他者へ効果的に表現し、相手を納得させることができる。
•お互いの考えを出し合う中で、深い理解や新しい考え方に到達できる。
•課題の解を他に求めず、自分で考え試行錯誤することができる。

先端科学技術、
課題研究

B3：自分にとって必
要な情報や学ぶべ
きものを見いだす力

B3─1
B3─2

•本質的には分かっていないことに気づき、不足している知識・技能を把握できる。
•課題解決の糸口につながる可能性のある情報や資料を見つけ出すことができる。

課題研究

C
主体的に学習に
取り組む態度

C1：科学技術に関
心を持つ力

C1─1
•目標達成に必要なことや関連しそうなことを、科学技術から選び出し学び取ろうとするこ
とができる。

工業技術基礎、
先端科学技術、
課題研究

C2：高いモチベー
ションを保つ力

C2─1 •知らない科学技術に直面しても分からないことに耐えることができる。
工業技術基礎、
先端科学技術、
課題研究

C2─2
C2─3

•経験や考え方の違いを乗り越え意思疎通を図ろうとすることができる。
•知識を得ることで満足するのではなく、真理を探究することに楽しさを感じることができる。

先端科学技術

C3：自らの意思で
行動を起こす力

C3─1
•「未知の内容を知りたい」「困難を伴うが実現したい」または「新たなものを創造したい」と
いう思いから自分で行動を起こすことができる。

課題研究

＊学校資料を基に編集部で作成

特集
　

多面的評価─そのあり方と実践を考える

石
川
県
立
工
業
高
校

長
田
英
史
　
な
が
た
・
ひ
で
ふ
み

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
室
。

石
川
県
立
工
業
高
校

安
藤
欣
司
　
あ
ん
ど
う
・
き
ん
じ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
室
長
。

石
川
県
立
工
業
高
校

本
谷
克
実
　
も
と
や
・
か
つ
み

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
主
幹
教
諭
。
教
務
課
主

任
。

石
川
県
立
工
業
高
校
校
長

宮
越
雅
一
　
み
や
ご
し
・
ま
さ
は
る

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
、
主
体
性

を
引
き
出
す
よ
う
授
業
を
工
夫

授
業
づ
く
り
の
工
夫

{

{
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院
生
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
な
ど
に
参
加

し
、
大
学
で
最
先
端
機
器
を
用
い
た
実
験

を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
金
沢
工
業
大
学

革
新
複
合
材
料
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
や
東

京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と

は
、
施
設
見
学
な
ど
で
連
携
し
て
き
た
。

◎
「
県
工Thinking Tim

e

」
の
導
入

　
「
県
工T

hinking T
im

e
」
は
、
す
べ

て
の
授
業
で
必
ず
５
分
間
は
行
う
活
動

で
、
教
師
は
、
黒
板
に
「
県
工T

hinking 

T
im

e

」
と
書
か
れ
た
シ
ー
ト
を
貼
っ
て

意
識
づ
け
し
た
上
で
、別
の
視
点
で
の
考

察
や
新
た
な
疑
問
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
発

問
を
し
、
生
徒
に
深
い
思
考
を
促
す
。

　
「
教
科
書
の
例
題
を
解
き
、板
書
を
ノ
ー

ト
に
書
き
写
す
こ
と
が
勉
強
だ
と
思
っ
て

い
る
生
徒
の
意
識
を
変
え
る
の
が
、『
県

工T
hinking T

im
e

』
の
ね
ら
い
で
す
。

既
習
事
項
を
結
び
つ
け
て
新
た
に
考
え
た

り
、
疑
問
を
自
ら
調
べ
た
り
、
話
し
合
っ

て
発
表
し
た
り
と
い
っ
た
経
験
を
積
む
う

ち
に
、
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ

に
気
づ
い
て
い
き
ま
す
」（
安
藤
先
生
）

◎
学
び
合
い
を
重
視

　
「
先
端
科
学
技
術
」
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

活
動
な
ど
、
生
徒
が
学
び
合
い
に
積
極
的

に
な
る
場
面
を
教
師
が
意
図
的
に
設
け
る

こ
と
で
、
主
体
的
に
考
え
を
出
し
合
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
る
。

　

教
務
課
が
中
心
と
な
り
、
外
部
の
識
者

の
助
言
も
受
け
な
が
ら
各
科
目
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
の
開
発
に
も
力
を
注
い
だ
（
図

３
）。
各
項
目
は
Ｐ
．13
図
１
の
「
目
標
番

号
」
と
対
応
さ
せ
、各
科
目
で
育
む
資
質
・

能
力
が
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に
し
た
。

　

年
度
の
最
初
の
授
業
で
は
、
生
徒
に

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
内
容
を
説
明
し
、
毎
回

の
授
業
で
は
、
冒
頭
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
か

ら
本
時
の
学
習
に
該
当
す
る
評
価
項
目
を

提
示
し
、
生
徒
に
授
業
を
通
し
て
身
に
つ

く
資
質
・
能
力
を
意
識
さ
せ
る
。

　

教
師
に
よ
る
評
価
は
、授
業
中
の
発
言

や
記
述
の
内
容
な
ど
、目
に
見
え
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
根
拠
と
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
基
に
行
う
。
当
初
は
学
期
末
に
ま
と
め

て
評
価
し
て
い
た
が
、
今
は
活
動
の
区
切

り
に
評
価
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
評
価
を
授
業
改
善
に
効
果
的
に
活
用

す
る
た
め
に
、ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
評
価

を
行
う
べ
き
か
を
試
行
錯
誤
し
て
き
ま
し

た
。あ
る
科
目
で
は
授
業
ご
と
に
評
価
し

て
い
ま
し
た
が
、授
業
改
善
に
う
ま
く
活

用
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
か
ら
、
現

在
の
形
に
落
ち
着
き
ま
し
た
」（
安
藤
先
生
）

　

評
価
の
際
は
、
必
ず
生
徒
の
自
己
評
価

も
行
う
。

　
「『
今
ど
れ
ほ
ど
資
質
・
能
力
が
身
に
つ

い
て
い
る
か
』
な
ど
、
自
分
の
姿
を
振
り

返
る
内
省
的
な
力
を
育
て
る
こ
と
も
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
ね
ら
い
の
１
つ
で

す
。
メ
タ
認
知
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
も
自
分
自
身
を
高
め
て
い
く
上
で
欠
か

せ
な
い
力
で
あ
り
、
人
を
育
て
た
り
評
価

し
た
り
す
る
立
場
に
な
っ
た
時
に
も
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
安
藤
先
生
）

　

自
己
評
価
を
何
度
も
行
い
、
内
省
的
な

力
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
自
分
を
客
観
視
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
室
の

長
田
英ひ

で
ふ
み史
先
生
は
説
明
す
る
。

　
「
最
初
は
、
大
半
の
生
徒
が
『
実
験
に

失
敗
し
た
か
ら
目
標
未
達
成
』
な
ど
と
判

断
し
ま
す
。
し
か
し
、
自
己
評
価
を
繰
り

返
す
う
ち
に
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
実

験
の
成
否
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
て
実
験

し
、
論
理
的
に
考
え
る
力
だ
と
理
解
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
生
徒
は

授
業
で
身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
を

自
覚
す
る
よ
う
に
な
り
、
学
習
プ
ロ
セ
ス

の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
い
き
ま
す
」

　

17
年
度
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
書
式
を

変
更
し
、
生
徒
が
自
己
評
価
と
そ
の
理

由
を
記
入
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
（
図

３
）。
数
値
だ
け
の
自
己
評
価
に
比
べ
、

よ
り
内
省
的
に
自
分
を
捉
え
る
こ
と
に
な

り
、教
師
は
生
徒
が
書
い
た
理
由
を
見
て
、

よ
り
支
援
し
や
す
く
な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
じ
用
紙
に
教
師
に
よ
る
評
価

と
自
己
評
価
が
並
ぶ
と
、
両
者
の
差
に
目

各学科の授業の概要図２

科 教育プログラム

機械システム科※ PBL手法を活用した問題解決型の活動（金沢工業大学との連携）

電気科
電子情報科
材料化学科

テキスタイル工学科

SPH 事業での取り組みを継続（北陸先端科学技術大学院大学との連携）
•１年次科目「工業技術基礎」における先端技術につながる基礎実習
•２年次学校設定科目「先端科学技術」におけるゼミナール活動
•「先端科学技術」におけるプロジェクト活動Ⅰ（研究提案書作成）
•３年次科目「課題研究」におけるプロジェクト活動Ⅱ（研究報告書作成）

工芸科※ 合評会を含めた工芸作品制作活動（地元の工房との連携）

デザイン科※
ティーバッグのリデザインなどのアイデア発想活動（金沢美術工芸大学と
の連携）

※機械システム科、工芸科、デザイン科は、2017年度からの取り組み。＊取材を基に編集部で作成

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
で
は

自
己
評
価
も
必
ず
実
施

目
に
見
え
る
姿
を
根
拠
と
し
て

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
評
価

評
価
方
法
の
開
発
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が
い
く
。
そ
れ
が
、
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、

教
師
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
「
教
師
の
評
価
と
生
徒
の
自
己
評
価
を

す
り
合
わ
せ
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
差
異

が
あ
る
時
は
、
生
徒
に
と
っ
て
は
自
分
を

見
つ
め
直
す
チ
ャ
ン
ス
に
、
教
師
に
と
っ

て
は
指
導
方
法
や
評
価
手
法
を
振
り
返
る

チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
」（
安
藤
先
生
）

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
で
は
、
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
も
活
用
す
る
。
科
目
ご
と
に

フ
ァ
イ
ル
を
用
意
し
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
、自
己
評
価
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
整
理
し
て
と
じ
る
（
写
真
２
）。

　
「
１
年
間
の
学
習
の
流
れ
が
分
か
り
、

生
徒
は
学
習
の
履
歴
を
振
り
返
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
３
年
次
の
課
題
研
究
で
取
り

組
み
た
い
テ
ー
マ
を
語
る
上
で
の
よ
り
ど

こ
ろ
に
も
な
り
、
次
の
学
び
に
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。ま
た
、年
度
の
後
半
で
は
、分

厚
く
な
っ
た
フ
ァ
イ
ル
を
見
て
『
こ
ん
な

に
勉
強
し
た
の
か
』
と
誇
ら
し
げ
な
生
徒

の
姿
に
、
授
業
へ
の
満
足
度
を
高
め
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
」（
安
藤
先
生
）

　

教
師
に
と
っ
て
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は

授
業
で
は
捉
え
に
く
い
生
徒
の
姿
を
見
取

れ
る
も
の
に
な
る
と
、長
田
先
生
は
言
う
。

　
「
発
言
が
苦
手
な
生
徒
で
も
、
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
自
己
評
価

な
ど
を
た
ど
る
と
、『
深
く
考
え
て
い
る
』

『
よ
い
疑
問
を
持
っ
て
い
る
』
と
、
生
徒

の
内
面
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

17
年
度
か
ら
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評

価
を
全
学
科
に
拡
大
し
て
実
践
し
て
い
る

が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
様
々
な
課
題

が
あ
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
室
や
教
務
課
が
中

心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

ま
ず
、
生
徒
の
多
く
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
評
価
を
す
ん
な
り
受
け
入
れ
た
の
と
は

対
照
的
に
、
初
め
て
の
取
り
組
み
に
戸
惑

い
を
見
せ
る
教
師
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
教
務
課
主
任
の
本
谷
克
実
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
た
と
い
う
。

　
「
教
師
は
皆
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
は

測
り
切
れ
な
い
力
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し

て
お
り
、
各
自
で
指
導
や
評
価
を
工
夫
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
言
語
化
す
る
機

会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
意
味
で
、

P.13 図１の「育む資質・能力」の目標番号を、ルーブリックに対応させて、この科目で育む資質・能力をひと目で分かるようにした。
＊学校資料を一部抜粋して掲載

「課題研究（プロジェクト活動Ⅱ）」の評価シートとルーブリック（2017年度）図 3

写真１　評価シートの記入例。自己評価の理由を考えることで、
自分に足りない資質・能力を意識し、次の活動の目標が自然と生
まれる。自己評価の精度が高まると、厳しい評価になる傾向があ
るが、それが学習意欲を喚起し、大きく成長する生徒もいるという。

写真２　学校設定科目「先端科学技術」のポートフォリオ。
区別しやすいよう、ワークシートはピンク、ルーブリック
は青のように、用紙の色を分けた。また、リングファイ
ルにして、資料を効果的に整理・活用できるようにした。

特集
　

多面的評価─そのあり方と実践を考える

授
業
で
は
見
え
づ
ら
い
姿
を

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
見
取
る

導
入
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

教
師
の
戸
惑
い
を
な
く
す

全
校
へ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
導
入
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ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
新
し
い
も
の
で
は
な

く
、
今
ま
で
の
実
践
を
言
語
化
す
る
試
み

と
説
明
し
、
と
に
か
く
取
り
組
ん
で
み
よ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。導
入
後
は
、ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
活
用
の
意
義
を
理
解
し
て
意
識

が
変
わ
る
の
と
同
時
に
、
大
変
さ
に
も
気

づ
き
、
様
々
な
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
」

　

ま
た
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
想
定

し
た
授
業
を
実
施
し
て
い
な
い
段
階
で

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
た
め
、
生
徒

の
姿
を
想
像
し
な
が
ら
の
作
業
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
現
実
と
は
ず
れ
が
生
じ

る
面
が
あ
っ
た
。

　
「
生
徒
が
ど
れ
ほ
ど
の
パ
フ
ォ
―
マ
ン

ス
を
発
揮
す
る
の
か
が
未
知
数
で
、
目
標

を
設
定
し
か
ね
ま
し
た
。
ま
た
、
教
務
課

が
原
案
を
作
成
し
た
た
め
、
実
際
に
使
用

す
る
教
師
の
感
覚
と
多
少
の
ず
れ
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
２
年
目
以
降
、
実
際

の
生
徒
の
姿
に
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
修
正

し
て
い
き
ま
し
た
」（
安
藤
先
生
）

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
記
述
で
は
、
教
師
が

当
た
り
前
に
用
い
る
表
現
を
、
生
徒
が

理
解
で
き
な
い
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
と
い

う
。

　
「
例
え
ば
、『
本
質
を
理
解
で
き
る
』

『
ゴ
ー
ル
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
』

と
い
う
記
述
に
、生
徒
か
ら『
本
質
や
ゴ
ー

ル
と
は
何
で
す
か
』と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
内
容
を
理
解
し
て
い
な

け
れ
ば
自
己
評
価
は
意
味
を
な
し
ま
せ
ん

か
ら
、改
訂
が
必
要
で
し
た
」（
長
田
先
生
）

　

さ
ら
に
、
汎
用
性
を
持
た
せ
よ
う
と
大

括
り
の
表
現
と
し
た
が
、
生
徒
が
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
読
む
だ
け
で
は
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
ず
、
説
明
に
多
く
の
時
間
を

要
し
た
。そ
こ
で
、生
徒
の
目
線
で
、よ
り

具
体
的
な
場
面
を
盛
り
込
む
よ
う
心
が
け

た
。
改
訂
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
例
え
ば

「
実
験
で
扱
う
現
象
を
理
解
で
き
る
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、「
実
験
で
」
と
場
面
を

具
体
的
に
説
明
す
る
だ
け
で
、
生
徒
は
想

像
し
や
す
く
な
る
と
気
づ
い
た
と
い
う
。

　

５
段
階
評
価
を
、
17
年
度
か
ら
３
段
階

に
変
え
た
こ
と
も
、
大
き
な
改
善
の
１
つ

だ
。
５
段
階
で
は
、
各
段
階
の
内
容
に
違

い
を
出
す
必
要
か
ら
記
述
が
長
く
な
り
、

教
師
に
よ
っ
て
評
価
に
ぶ
れ
が
生
じ
た
。

さ
ら
に
、
生
徒
が
５
段
階
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
を
理
解
し
、
自
己
評
価
の
判
断
に
苦
労

す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
３
段
階

に
変
え
て
、各
科
目
の
到
達
目
標
は
「
Ｂ
」

で
統
一
し
、
記
述
は
端
的
で
分
か
り
や
す

い
表
現
に
し
て
生
徒
に
示
し
た
。

　

資
質
・
能
力
を
育
む
指
導
と
評
価
が
定

着
す
る
に
つ
れ
、
生
徒
に
は
主
体
的
に
考

え
る
姿
勢
が
根
づ
き
つ
つ
あ
る
。

　
「
実
験
時
に
生
徒
か
ら『
も
っ
と
知
り

た
い
』と
言
わ
れ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
答
え
や
結
果
を
す

ぐ
に
求
め
る
生
徒
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
取
り
入
れ
て
か

ら
、疑
問
を
持
つ
こ
と
や
不
思
議
に
感
じ

る
こ
と
の
大
切
さ
に
、多
く
の
生
徒
が
気

づ
い
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
」（
長
田
先
生
）

　

授
業
中
の
生
徒
か
ら
の
質
問
が
増
え
た

こ
と
も
、
変
化
の
１
つ
だ
。

　
「
主
体
的
に
考
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

質
問
し
た
い
こ
と
が
出
て
く
る
の
で
し
ょ

う
。
関
心
・
意
欲
の
高
ま
り
の
表
れ
と
捉

え
て
い
ま
す
」（
宮
越
校
長
）

　

さ
ら
に
、授
業
や
日
常
生
活
に
お
い
て
、

例
え
ば
、
自
分
の
考
え
を
主
張
す
る
際
、

理
由
や
根
拠
を
必
ず
言
う
よ
う
に
な
る
な

ど
、
論
理
的
な
思
考
力
や
表
現
力
の
高
ま

り
が
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
実
践
を
通
し

て
、教
師
の
授
業
観
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
「
以
前
は
活
動
を
重
視
す
る
一
方
で
、

生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
の
か
と
い
う
観
点
が
弱
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
『
こ
の
資
質
・

能
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
す
べ
き
か
』
と
い
っ
た
発
想
で
授
業

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
安
藤
先

生
）

　

ま
た
、
授
業
中
に
生
徒
が
資
質
・
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
教
師
の
役
割
を
強
く

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

今
後
の
課
題
は
、
専
門
教
科
に
と
ど
ま

ら
ず
、
普
通
教
科
で
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

評
価
を
行
う
こ
と
だ
。

　
「
普
通
教
科
の
担
当
教
師
に
、
専
門
教

科
の
授
業
を
見
て
も
ら
い
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
評
価
を
通
し
て
で
き
る
こ
と
を
共

有
す
る
こ
と
が
、
最
初
の
一
歩
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ど
の
活
動
で
も
よ
い

の
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
り
、
評
価
し

て
み
る
こ
と
で
、
活
用
へ
の
理
解
が
深
ま

る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
本
谷
先
生
）

　

そ
し
て
、
い
か
に
学
校
全
体
に
根
づ
か

せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　
「
７
学
科
で
の
取
り
組
み
は
端
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
で
す
。
学
科
の
垣
根
を
低
く

し
て
、
生
徒
や
教
師
の
交
流
を
生
み
出
す

こ
と
で
、
一
層
研
究
を
深
め
た
い
と
思
い

ま
す
」（
宮
越
校
長
）

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
生
徒
が

理
解
し
や
す
い
記
述
に
修
正

主
体
的
な
姿
勢
が
定
着
し
、

発
言
や
会
話
の
質
が
変
化

成
果
と
展
望
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